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低 Na 血症になる薬って知ってる？ 
低ナトリウム血症の臨床症状は非常に幅広く、軽度では、傾眠（意識障害）や全身倦

怠感、筋痙縮を認め、高度かつ急速な低ナトリウム血症では、昏睡や全身痙攣などいわ

ゆる水中毒症状を呈します。また、軽度の慢性低ナトリウム血症で、患者の転倒率上昇

に関与する可能性があることを示すエビデンスがあります。 

 

血清 Na 濃度は、血清 Na 量と水分量で決まります。低 Na 血症とは、Na に対する水

分過剰の状態です。 

下の図の①が正常の状態です。 ②では Na も水分も少ない状態で脱水状態です。熱

中症の時にポカリスエットなどの電解質が入った飲み物を飲むのは、水分も Na（他電解

質）も補給するためです。 ③は Na の値は正常ですが、水分が過多で、いわゆる水中

毒です。健康のためと水を必要以上に飲むと低 Na 血症になってしまいます（後述）。 

④は水分も Na も過多の状態です。 このように血清 Na 量が正常または高値でも低 Na

になるのです（図）。 

低 Na 血症の原因になる薬剤は多くあります。 

一部ですが紹介します。（次頁） 
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原因薬剤 利尿剤 抗てんかん薬 

抗うつ薬 など 

② ④③① 

SIADH（抗利尿ホルモン不適合症候

群）：通常、血清Ｎａ濃度は抗利尿ホ

ルモン（ＡＤＨ）により調節されてい

ます。ADH は、腎臓で作られる尿の

量が多くなり過ぎて体内の水分が不

足することのないように、体内に水を

引き戻すホルモンです。SIADH では、

血清Ｎａ濃度が低値であるにも関わ

らず、生理的な濃度を超えて不適切に

ＡＤＨが分泌され、水分が過剰になり

低Ｎａ血症が続く状態になります。Ｓ

ＩＡＤＨは肺症細胞癌、髄膜炎、クモ

膜下出血、肺炎などの原疾患を有する

患者に好発することが知られていま

すが、薬剤により起こることもありま

す。自覚症状としてＳＩＡＤＨが認識

されることは少ないため、臨床検査で

発見されるケースが多く見られます。
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抗てんかん薬   ﾃｸﾞﾚﾄｰﾙ ﾃﾞﾊﾟｹﾝ         

抗うつ薬 

ＳＳＲＩ ｼﾞｪｲｿﾞﾛﾌﾄ ﾊﾟｷｼﾙ ﾃﾞﾌﾟﾛﾒｰﾙ       

ＳＮＲＩ ﾐﾙﾅｼﾌﾟﾗﾝ           

NaSSA ﾚﾒﾛﾝ           

三環系 ﾄﾘﾌﾟﾀﾉｰﾙ ﾄﾌﾗﾆｰﾙ ｱﾅﾌﾗﾆｰﾙ ｱﾓｷｻﾝ     

抗精神病薬 
非定型 ﾘｽﾍﾟﾘﾄﾞﾝ ｴﾋﾞﾘﾌｧｲ         

定型 ｳｨﾝﾀﾐﾝ ﾍﾞｹﾞﾀﾐﾝ ﾉﾊﾞﾐﾝ ﾚﾎﾞﾄﾐﾝ ｾﾚﾈｰｽ PZC 

利尿剤   ﾌﾙｲﾄﾗﾝ ﾗｼｯｸｽ ｱﾙﾀﾞｸﾄﾝ       

降圧剤   ｱｽﾗｰﾝ           

抗不整脈薬   ｱﾐｵﾀﾞﾛﾝ           

蛋白分解酵素

阻害剤  
  ﾅﾌｧﾀｯﾄ           

骨粗鬆症薬   ﾗｽｶﾙﾄﾝ           

併用されている場合や、高齢者（特に下痢があるみられる場合）は注意が必要です。 

水中毒についての記事があったので紹介します。水分は適度にとりましょう。 

 

 

 

後発品、増えてます 
最近、後発品の使用頻度が増え、薬品名で頭がこんがらがっているのではないでしょ

うか。また、後発品の名前は、一般名を使うことに決まったため、先発品：メバロチン 

後発品：メバン の様なわかりやすい名前はなくなっていきます。当院採用で、名前が

大幅に変わったものを紹介します。 

先発品       →  後発品（一般名） 

ホクナリンテープ  →  ツロブテロールテープ 

ロセフィン     →  セフトリアキソン Na 

クラビット     →  レボフロキサシン（クラビット250ｍｇは採用しています） 

ハルナール（当院はウロスロール採用） → 塩酸タムスロシン 

出典：日本病院薬剤師会雑誌. 2：195, 2010 


